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自

記

年

譜

佐
佐
木
茂
美

昭

和
九

年
（

一

九
三

四
）

十
月、

父

佐

佐
木
茂
十
（

モ

ジ

ュ

ウ
） 、

母

節
子

　
（

ミ

サ

コ

）

の

長
女

と

し

て

東
京

都
に

生

る。

父
方

は

福
岡
県
を

本
籍
と

し

曾
祖

　
父、

祖
父
と

も

に

漢
籍
を

読
み

書
道
を

教
え

た

代
書

。

現

韓
国
と

北

朝
鮮
の

国

境

・
に

祖
父
母
は

移
り

住
み、

そ

の

地

か

ら

父
は

東
京
に

留
学
（

現
一

橋
大

学）
。

母

　
方
は

現
文
京
区

内
の

地

主、

維
新
前
か

ら

歌
舞
伎
の

小

道

具

方
藤
波

与

兵
衛
の

二

　
代
に

渡
る

夫

婦
養
子、

伝
統
芸
術
の

雰
囲
気
と

父
方
の

学

問
好
き

と

を

同

時

に

受

　
け

た

も

の

と

思

わ

れ

る
。

　
（

両

親
の

兄

弟
や

ま

た

直

接
の

兄

弟
等
の

傍
系
は

「

個
人

情
報
」

が

云

々

さ

れ

る

　
折
か

ら、

必

要
の

場
合
の

み

そ
の

都
度

記
入

の

予

定）
。

昭

和

十
六

年
（

一

九

四
一
）

四

月
、

豊
岡

国
民

学
校
（

横
浜
市
鶴
見
区
）

に

入
学。

　
四

歳
頃
か

ら

父
は

陸
軍
少

尉
と

し

て

満
州
に

召
集、

入

学
時
に

両
親
に

付
き

添
わ

　
れ

て

い

た

が
、

ビ

ル

マ

の

激
戦
区
へ

と

将
校
と

し

て

ほ

ど

な

く

去
る

。

同
国

民

学

　
校
四

年、

学
校
単
位
で

の

強
制
疎
開
（

昭

和
十
九
年

（

一

九
四

四
）

九

月
）

で

神

　
奈
川

県

足
柄
上

郡
へ

。

饑
餓
と

不
潔
と

景
観
の

コ

ン

ト

ラ

ス

ト

に

身
を

置
く

。

　一

　
応
の

食

事
と

洗

髪
の

「

行
事
」

は

積
極
的
な

児

童
の

み

可

能
。

ケ
ジ

ラ

ミ

の

発

生

　
源
と

な

り、

全

員
に

蔓
延

、

「

行
事
」

は

「

事
件
」

へ

と

変
貌。

親
に

も

訴
え

ず

　
（

検
閲

が

あ
っ

た
）

。

昭

和
二

十
年
（

一

九

四

五
）

六

月、

静
か

な

虚
弱
児

は

母

に

　
引

取

ら

れ、

家
族
の

疎
開
地

（

群
馬
県
の

榛
名
山

の

寒
村
）

へ

。

貧
困

も

あ
っ

て

自

記

年

譜

佐
佐
木
茂
美

　
そ

の

間

に

妹
は

亡

く

な

り、

戦
時
下

に

母

を

助
け

て

い

た

祖
父

も

没
す

（

そ

の

間

　
三

ケ

月
）

。

八

月、

敗
戦
を

電
気
の

な
い

山

中
で

知

る

（

十
歳、

新
聞

配

達
を

し

　
て

い

て

当

日

情
報

を

得
て

い

る
）

。

昭

和
二

十
一

年
（
一

九

四

六）

七

月、

九
死

　
に
一

生

を

得

た

父
の

帰

宅、

翌

月、

横
浜

市
鶴
見
区
の

知
人

宅

に

寄
寓
（
疎
開
前

　
の

家
屋

取

壊
）

。

昭

和
二

十
二

年
（

一

九

四

七
）

五

月、

曲
豆

岡
国
民

学
校
卒
業
（

学
制
改

革
で

四

月
一

　
杯
は

同

校
で

勉

ぶ
） 。

九
〜
十
歳
で

受
け

た

栄
養
失

調
に

よ

る

衰
弱

は

戦
後
の

食

　
糧
難
と

相
ま
っ

て

解
消
せ

ず、

近
隣
の

鶴
見
女
子

中
学
校
を

入

学

先

に

選

ぶ
。

昭

　
和
二

十
四

年
（

一

九
四

九
）

、

中
学

三

年、

遂
に

肺
結
核
に

倒
れ、

母

方
の

祖
母

　
に

伴
わ

れ

（

船
路
）

北
海
道

斜
里
の

牧
場
に

長
期
療
養、

ほ

ぼ
一

年
完
全

休
学

。

昭

和
二

十

五

年
〔
一

九
五

〇
）

四

月、

出
席
日

数
不

足
の

ま

ま、

中
高
一

貫

校
の

た

　
め

か

同

高
等
学
校
入

学
。

父
の

召

集
の

長

期
化
と

そ
の

健
康
に

よ

る

経
済

状
態
の

　
逼
迫
か

ら
一

年

弱
前
か

ら

の

よ

う

や

く
の

好
転
が

あ
っ

た
。

そ

れ

ほ

ど
の

余
裕
も

　
な

い

は

ず
で

あ
っ

た

が
、．

父
は

母

校
（

一

橋
大
）

に

洋
書
の

寄
贈
を

旧

友
（

増
田

　
四

郎、

後
に

同

学
学
長
）

の

研

究
室

等
に、

か

つ

医

学
生

（

東
大
）

後
年
は

息
子

　
の

同
級
生

（

同
大

学）

に

奨
学

金

を

出

し

自
宅

で

食
事
を

供
す

等、

娘
た

ち
の

ア

　
メ

リ

カ

留
学、

外
入

学
生

の

家
族
内

受
入
れ

等
父
が

ラ

イ

オ

ン

ズ
・

ク

ラ

ブ

代
表

　
で

あ
っ

た

事
の

環
境
が

こ

の

頃
か

ら

あ
っ

た。

病
弱

。

昭

和
二

十

八

年
（

一

九

五

　
三
）

三

月

ま

が

り

な

り

に

卒
業

。

昭

和
二

十

九

年
（

｝

九

五

四
）

四

月、

早
稲
田

大
学
第
一

文
学
部
（

仏
文

学
専
攻
）

　
入

学。

中
学
三

年
時
に

フ

ラ

ン

ソ

ワ

・

ヴ

イ

ヨ

ン

を

読
み、

ア

ル

チ

ュ

ー

ル

・

オ

　
ネ

ゲ
ー

ル

の

『

火
刑
台
上

の

ジ

ャ

ン

ヌ
・

ダ

ル

ク
』

の

音
楽、

同
名
の

映
画

を

観

　
て

フ

ラ

ン

ス

語、

お

よ

び

中
世
の

仏
文
学

に

憧
れ

た

結
果
の

選
択
で

あ
っ

た

（

ヴ

　
イ

ヨ

ン

生

年
と

ジ

ャ

ン

ヌ

没
年
が

同
じ

と、

中
三

で

知
っ

て

い

た）
。

ヴ

イ
ヨ

ン

　

研
究
で

高
名
な

佐
藤
輝

夫
教
授
の

い

る

早
稲
田

大
学
が

受
験
し

た

唯
一

の

大
学
で5
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明

星

大

学
研
究
紀
要
【

日

本
文
化

学
部
・
言
語
文
化
学
科
】

第
十
三

号

　
二

QO

五

年

　
あ
っ

た

（

他
大

学
に

中
世
学
者
が

い

る

と

は

知

ら

な

か

っ

た
）

。

受
験
日

当
日

そ

　
の

脚
で

ア

テ

ネ
・

フ

ラ

ン

セ

に

登

録
、

翌
日

か

ら

フ

ラ

ン

ス

語
初
級
ク

ラ

ス

に

編

　
入、

五

月

か

ら

初
級

後
期
ク

ラ

ス
、

ラ

テ

ン

語、

ギ

リ

シ

ャ

語
等
を

始
め

る
。

す

　
べ

て

直
接
教
授
法
で

古

典
語

教
授
も

フ

ラ

ン

ス

語
で

な

さ

れ、

全
授
業
料
免

除
。

　
現

在
各
界
で

活
躍
の

ひ

た

す

ら

勉
学
の

人
々

の

輪
が

あ
っ

た
。

大
学
で

は
一

学
年

　
次
は

上

級
生
の

外
人

教
師
の

時
間
全

て

を

聴
講。

他
に

現
代
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

諸
語

、

　
中
世

フ

ラ

ン

ス

語
を

上

級
生

の

ク

ラ

ス

で

学
習。
「

仏
文
研
」

の

自
主

講
座、
「

カ

　
ト

リ

ッ

ク

研

究
会
」

に

入
部

、

真
正

会
館
お

よ

び

上

智
大
学
の

神
父

に

神
学
基
礎

　
を

学
ぶ

。

学
び

舎
各
所、

こ

の

期
の

友
情
は

代
え

難
い

も

の

が

あ

っ

た
。

昭

和
三

　
十
三

年
（

一

九
五

八
）

三

月
、

同

大

学
卒
業

。

昭

和
三

十
三

年
（

一

九
五

八
）

四

月、

早
稲
田

大
学
大

学
院
（

仏

文

専
修
）

修
士

課

　
程
入

学
。

昭

和

三

十
五

年

（

｝

九
六

〇
）

三

月、
『

シ

ャ

ル

ル

ド
ル

レ

ア

ン

詩
に

　
お

け

る

「

運
命
」

の

擬
人
化
に

つ

い

て
』

で

修
士

号
（
学
部
に

続
い

て

指
導
教
授、

　
佐
藤
輝
夫
）

取
得

。

同
六

月、

ア

テ

ネ
・

フ

ラ

ン

セ

高
等
科
卒
業
（

α

旦
O
∋
o
）

。

　
昭

和
三

十
六

年
（

一

九
六
一
）

四

月、

博
士

課
程
編
入、

同

六

月

ア

テ

ネ
・

フ

ラ

　
ン

セ

「

フ

ラ

ン

ス

語
教
授
資
格
）

（

σ

お
く
Φ
け

）

、

お

よ

び

「

ラ

テ

ン

語
教
授
資
格
」

　
（

σ
「

 

〈
Φ
叶

）

取

得
q

　
一

方、

昭

和
三

十

四

年
（

一

九
五

九
）

か

ら

東
京
日

仏

学

院
の

通

信

教
育
の

添
削

　
者

（

同

三

十
八

年
（

一

九

六

三
）

十
月

ま

で
）

と

な

り

同

学
院
高
等
科
に

授
業
料

　
免
除
で

入

学、

昭

和
三

十
六

年
（

｝

九

六
一
）

三

月、

卒
業
゜
（

首
席
）

。

昭

和
三

十

八

年
（

一

九

六

三
）

十
月、

大

学
院
在
学

中
に

フ

ラ

ン

ス

政
府
の

留
学
生

　
試

験
を

受
験、

オ

ー

ル

・

ギ

ャ

ラ

ン

テ

ィ

の

同
国

留
学

生

（

σ

O
口
「

ロゥ一
 

「

Φ
）

と

し

　
て、

パ

リ

大

学
（

ソ

ル

ボ

ン

ヌ
）

に

学
び、

ジ

ャ

ン

・

フ

ラ

ピ

エ

氏
よ

り

研

究
要

　
約
（

手
書
き

三

百

余

頁
）

提
出
に

よ

り

指
導
教
授
の

承
諾
と

博
士

論
文
提
出
の

激

　
励

を

受
け

る
。

同

大

学
音
声
学
研
究
所

、

音
声
学
講
座
（

昭

和
三

十
九
年
（
一

九

6

　
六

四
）

二

月
）

終
了、

同

完

成
講
座

（

同

六

月
（
成
績
o

蓉
Φ

＝
 

葺、

ネ

イ

テ

イ

　
ヴ

と

同

発
音
の

保
証
）

。

同

年
ほ

ぼ

五

ケ

月、

ス

イ

ス
、

伊、

南
仏
各
地、

西、

　
英、

独、

和
蘭、

ベ

ル

ギ

ー
、

お

よ

び

北
仏
各
地

を

も
っ

ぱ

ら

飛

行

機
で

回

る

　
（

東
京
闘

パ

リ

の

航
空

券
は
一

年
有
効
で

旅
は

無
料
）

。

同

年
七

月、

奨
学
金

を

得

　
て

「

中
世
文

明
講
座
」

（

於
ポ

ワ

テ

イ

エ

、

受
講
者
は

大
学

院
生

な

い

し

助
手
ク

　
ラ

ス

）

で

講
師
陣
オ

メ

ー

ル

・

ジ

ョ

ド

ー

ニ

ュ

　
（

ル

ウ

ヴ

エ

ン

大

教
授、

ベ

ル

ギ

　
ー

王

立
、

翰
林
院
会

員
）

、

レ

イ

ノ

ー

・

ド
・

ラ

ー

ジ
ュ

（

ク

レ

ル

モ

ン

フ

ェ

ラ

　
ン

大
） 、

レ

ト
・
ペ

ッ

ツ

ォ

ー

ラ

（

ジ

ュ

ネ

ー

ヴ

大
）

、

ル

ネ
・

ク

卩

ゼ

（

ポ

ワ

チ

　
エ

大
）

等
の

学
者
た

ち

の

知
己

を

得
る

。

同
九
月、

バ

ル

セ

ロ

ナ

大

で

の

「

国
際

　
叙
事
詩
学
会

（

ラ

ン

セ

ス

ヴ

ァ

ル

ス
）

」

に

講
演
の

た

め

来
た

佐
藤
輝
夫
教
授
に

　
合
流、

日

本
人
中
世

学
者
に

よ

る

国

際
学
会

の

初
の

舞
台

に

立

会
う
。

本
学
会
直

　
前
に

倒
れ

た

フ

ラ

ピ

エ

教
授
に

同

会
会
長

ピ

エ

ー

ル

・
ル

・

ジ

ャ

ン

テ

イ

教
授

　
（

ソ

ル

ボ

ン

ヌ
）

は、

夫

妻
の

間
に

席
を

設
け

高

名
な

学
者

達

（

マ

ル

チ

ン

・

　
ド
．

リ

ケ

ー

ル

（

バ

ル

セ

ロ

ナ

大

教
授
等
）

に

紹
介
さ

れ

た
。

昭

和
四

十
一

年

　
（

一

九
六

六
）

十

月、

フ

ラ

ピ

エ

教
授
は

フ

ラ

ン

ス

政
府
の

特
別
文
化
使
節
と

し

　
て

来
日

。

師
の

希
望
で
、

留
学
中
で

あ
っ

た

が

夫
妻
と

佐
藤
輝
夫
教
授

と

を

両

親

　
は

自
宅
に

迎
か

え

る
。

昭

和
四

十
二

年
（

一

九

六

七
）

夏
は

プ

ラ

ハ

の

伯
父
（

チ

　
ェ

ッ

コ

ス

ロ

ヴ

ア

キ

ア

大

使
と

し

て

着
任
）

の

許
で

三

年
ぶ

り

の

両

親
と

の

再

会、

　
二

年

前
か

ら
フ

ィ

レ

ン

ツ

ェ

に

留
学
し

て

い

た

妹
も

合
流、
　
＝
豕

で
一

ヶ

月

余
を

　
過
ご

す
（

当
時、

大

使
館
と

い

う
公
的
機
関
以

外
に

共
産
圏
へ

入

国

滞
在
は

不

可

　
能
）

。

昭
和

四

十
二

年

2
九

六

七
）

九

月、

ソ

ル

ボ

ン

ヌ

に

論
文
提
出、

同

四

十

三

年

　
（

一

九

六

八
）

三

月、

公

開
審
査
を

通
過、

文

学

博
士

号
取

得
（

ヰ
雰
『
O
口

9

　
篩
σ

δ）
（

指
導
教
授
お

よ

び

主
査
ジ

ャ

ン

・

フ

ラ

ピ

エ

、

副
査
ル

・
ジ

ャ

ン

テ

イ、

　
ア

レ

ク

サ

ン

ド

ル

・

ミ

シ

ャ

（

ソ

ル

ボ

ン

ヌ
）

）

Q

表
題

『

シ

ヤ

ル

ル

・

ド

ル

レ

ア
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ン

詩
に

お

け

る

「

無
関
心
」

の

主
題

に

つ

い

て
』

（

ω

ロ
「

冖
Φ

月
＝
 

日
 

O
 

Zo
口
07

ゆ−

δ
写

α
帥

口
ω

｝
o

℃

9
ω

冨

α
Φ

050

二
 

ω

α．
〇
二

匿
昌
ω
）

。

中
世
仏
文
学
で

フ

ラ

ン

ス

　
に

お

け
る

日

本
人
の

学

位
取

得
の

嚆
矢

と

な

る
。

パ

リ

国
立

図
書
館

で

の

勉
学
の

　
日
々

と、

仏

語
で

書
か

れ

た

論
文
の
、

フ

ラ

ピ

エ

教
授
夫
妻
の

チ

ェ

ッ

ク

が

交
互

　
に

な

さ

れ

た
。

σ
・
ジ

ョ

ド
ー

ニ

ュ

教
授
は

論
文
提
出
ま

で

自
宅
書
庫
・

書
斎
を

　
明

け

渡
し、

ジ

ャ

ン

ヌ

・

リ

ヂ
・
ゴ

レ

教
授

（

ソ

ル

ボ

ン

ヌ
）

等、

毎
週

末
の

家

　
族
の

食
事
に

招
い

て

の

励

ま

し

も

常
時
あ
っ

た
。

師
J
・

フ

ラ

ピ

エ

は

高
弟
フ

ィ

　
リ

ッ

プ
・

メ

ナ

ー

ル

（

後
に

ソ

ル

ボ

ン

ヌ

教
授、
　一

九

九
二

年
お

よ

び
二

〇
〇

四

　

年
来
日、

本
学
で

講
演
）

と

二

名、

自
宅

に

招
ん

で

引

き

合
わ

す

等、

絶
え

ざ

る

　

保
護
と

高
い

評
価
を

極
東
の

留
学
生

に

向
け

ち

れ

て

い

た、

そ

れ

な

く

て

は

論
文

　

完
成
は

あ

り

得
な

か

っ

た

ろ

う。

昭
和
四

十
年
（

一

九
六

六
）

九
月、

三

年
の

フ

　
ラ

ン

ス

政
府
国
費
留
学
生

資
格
の

期
限
が

切

れ、

フ

ラ

ン

ス

国
立

科
学
セ

ン

タ

ー

　
（

OO

口
け

居

 

Z
国
一一
〇
5P
一
q
Φ

一
〇

幻
Φ
O
ゴ
Φ

「

O
＝
Φ

GOO
一
Φ
昌冖一
⊃
ρ

⊆
Φ
）

の

研
究
員

と

し

て

採

　

用
さ

る
。

Oo

コ
αq
δ
「

の

擬
人
化
を
、

『

薔

薇
物
語
』

ま
で

遡
求

さ

せ

た

拙
稿
を

中

　

世
学
の

泰
斗
は

提
出

資
料
と

し

て

選

び、

フ

ェ

リ

ッ

ク

ス

・
ル

コ

ワ

教
授
（

翰
林

　

院
（

（

碑
文
・

文

芸
）

）

と

と

も・
に

推
薦
の

労
を

と

ら

れ

た

（

至

昭

和

四

十
四

年

　
（

一

九
六

九
） 、

フ

ラ

ン

ス

に

居

残
れ

ば

そ

の

ま

ま

そ

の

職
に
、

と

い

う

も

の

で

あ

　
っ

た
） 。

昭

和
四

十
三

年

三

月

末、

パ

リ

を

発

ち
ギ

リ

シ

ャ
、

イ
ス

ラ

エ

ル
、

中

東

を

経
て

帰

　

国

（

こ

の

旅
は

四

年

半
の

滞
欧

中、

休
暇
毎
の

欧
州

各
国

の

美
術
館
・

教
会
巡

り

　

や

渡
欧
直
後
か

ら
の

フ

ラ

ン

ス

政
府
の

招
待
で

の

コ

メ

デ

ィ

ー
・

フ

ラ

ン

セ

ー

ズ

　

や

オ

ペ

ラ、

音
楽
会
等
と

同
様
に

強
い

印
象
を

受
け
る

）

副
鼻
腔

炎
で

入

院、

手

　

術
（

極
度
の

栄
養
不
良
に

よ

る、

と・
い

う

診
断
で

頭
蓋
骨
に

も

損
傷
を

き

た

し

て

　

い

た
）

。

同

十

月、

予
後
を

お

し

て

「

日

本
フ

ラ

ン

ス

語

フ

ラ

ン

ス

文

学

会
」

総

　

会
（

於

関
西

学

院
大

学
）

で

博
士

論
文
の

報
告
（

所
収、

同

学
会
誌

（

国
卜

肉

自

記

年

譜
　

　・
佐
佐
木
茂
美

　
Z
」
 
）

）

。

昭

和
四

十
四

年
（

一

九

六

九
）

三

月、

早

稲
田

大

学

大
学
院
博
士

課
程
満
期
退

学
。

　
当
面、

就
職
口

な

し
。

昭

和
四

十
五

年
（

一

九

七

〇
）

一

月、

東
京
日

仏

学
院
講

　
師
（

モ

ン

テ

ー

ニ

ュ

を

講
ず
）

（

至

同

七

月
）

。

昭
和

四

十
五

年
七

月、
「

フ

ラ

ン

入

政

府
招
聘
教
授
」

と

し

て

再
渡
仏
（

至

同

四

十

　
六

年
（

一

九
七
一
）

）
。

渡
航
費、

滞
在
費、

研
究
費
全

て

先
方
持
ち、

ソ

ル

ボ

ン

　
ヌ

に

配

属、

集
中
講
義
お

よ

び
パ

リ

国
立

図
書
館
等
で

の

研
究。

フ

ラ

ピ

エ

教
授

　
夫

妻
の

山

荘
へ

の

招
待
を

含
む

交
流
の

全

て

が

続
い

て

い

っ

た。

ジ

ャ

ン

．

デ
ュ

　
フ

ル

ネ

教
授
（

ソ

ル

ボ

ン

ヌ
）

を

師
よ

り

紹
介
さ

れ

る
。

昭

和
四

十

七

年

2

九

　
七

二
）

四

月

よ

り

早
稲
田

大

学、

ア

テ

ネ
・

フ

ラ

ン

セ
、

独
協
大
学、

神
奈
川
大

　
学
で

初
級
フ

ラ

ン

ス

語
を

教
え

る
。

昭

和
四

十

八

年
（
一

九

七

三
）

年
、

明
星
大

　
学
一

般
教
育
助
教
授、

昭

和
五

十
四

年

2
九

七

九
）

四

月

同
大

学
教
授。

平
成

　
元

年
（

一

九
八

九
）

四

月、

同

大

学

大

学
院
人

文
学
研

究
科
英
米

文
学
専

修
教
授
・

　
（

至

現
在
）

。

昭

和
六

十
年
（

一

九

八

五
）

四

月、

早
稲
田

大

学
大

学
院
文

学
研

究

　

科
仏
文

専
修
講
師
（

中
世
仏
語

学
）

（

至

平

成
六

年
（

一

九

九
四
）

）

。

平
成

五

年

　
（
一

九

九
三
）

四

月、

明
星

大
学
日

本
文
化

学
部、

言
語
文

化
学
科
教
授
（

ヨ

ー

　
ロ

ッ

パ

文
化
論、

比

較
文
化
特
論、

日

仏
比

較
文

化
演
習、

原
典
購
読、

フ

ラ

ン

　
ス

語

掛
当）
（

至
現
在
）

。

昭

和
四

十
六

年
（

一

九
七
一
）

七

月、

フ

ラ

ピ

エ

教
授
か

ら
の

連
絡
で

「

国
際
仏
文

　

学
研
究
協
会
」

（

》

目
閏
）

（

於
コ

レ

ー

ジ

ュ

・

ド
・

フ

ラ

ン

ス
）

開
催
日

に

再
履

　

修
夏
期
講
習
を

終
え

て

駆

け
つ

け

る
。

玄
関
口

に

フ

ラ

ピ

エ

教
授
（

会
長
）

と

次

　

期
会
長

フ

ラ

ン

コ

・

シ

モ

ー

ネ

教
授
（

ト

リ

ー

ノ

大
）

、

0
・

ジ

ョ

ド

ー

ニ

ュ

教

　

授
が

い

て、

両

教
授
よ

り

シ

モ

ー

ネ

教
授
に

紹
介

さ

れ

る
。

中
世
か

ら

現
代
を

網

　

羅
す

る

重
要
な

専
門
誌
『

仏

学
誌
』

（

の

ミ
ミ

丶

§
謎

龕
鴇
）

の

主

幹
で、

以

降
三

・

十
四

年
我
が

国
の

研
究
を

国

際
的
に

知

ら

し

め

る

べ

く

関
わ

る

事
と

な

る

（
同
誌7

N 工工
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【

日

本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学

科
】

第
十
三

号

　
二

QO

五

年

　
は

ほ

と
ん

ど

知
ら

れ

な

か

っ

た

日

本
人

の

研

究
を

そ
の

時
点
か

ら

採

り

上

げ

る

事

　
に

な

る
）

。

昭

和
四

十

八

年
（

一

九
七

三
）

、

『

佐
藤

輝

夫

教

授
記

念

論
文

集
』

（

ミ
ミ
9

蠢
讒

　

智
ミ
o

の

ミ
pZp

ひqo

く

p
け

o
ヨ
Φ

H

）

の

編
纂
で

師
の

「

著
作
目

録
」

作
成
を

担
当、

　
師
の

チ
ェ

ッ

ク

も

受
け

る
。

ジ

ャ

ン

・

フ

ラ

ピ

エ

、

フ

ェ

リ

ッ

ク

ス

・
ル

コ

ワ、

　
ピ

エ

ー

ル

・
ル

・
ジ

ャ

ン

テ

イ
、

ジ

ャ

ン

・

ジ

ュ

フ

ル

ネ
、

ポ
ー

ル

・

ズ

ム

ト

ー

　
ル
、

ヘ

ル

マ

ン

・

ブ

ラ

ー

ト

等
錚
々

た

る
一
一

の

外
国
人
の

論
文

集
成

。

昭

和
四

十
九

年
（

一

九
七

四
）

八

月、

フ

ラ

ピ

エ

教
授
の

尽
力
で

学
位

論
文
が
パ

リ

　
で

刊
行
（

Z一
N

卑

書
店
）

（

ソ

ル

ボ

ン

ヌ

か

ら

刊
行
費
が
一

部
出
た
）

、

師
は

自
ら

　
指
揮
し
、

年
頭
よ

り

促
さ

れ

て

の

渡
仏

。

山
荘
（

ヌ

ム

！

ル
）

迄
の

四

キ

卩

の

往

　
復
を

駅
に

令
孫
と

共

に

出

迎

え

ら

れ

た

師
よ

り、

拙
書
を

受
け

る。

そ

の

折
「

国

　
際

ア

ー

サ

ー

王

学
会
」

1
師
は

創
立

者
の

一
、

当
時
会

長

で

あ
っ

た

ー
に

ぜ

　
ひ

出
席
す

る

よ

う
（

昭

和
五

十
年
（

一

九
七

五
） 、

於
英
エ

ク

セ

タ

i
）

慫
慂
さ

　
れ
、

日

本
に

お

け

る

ア

ー

サ

ー

王

閧

係
の

論
文
／
著
書
の

紹

介
を

求
め

ら

れ

る
。

　
手
始
め

と

し

て、

フ

ラ

ピ

エ

教
授
は

自
身
も

寄
稿
し

て

い

る

『

佐
藤
輝
夫
教
授
記

　
念
論
文
集
』

（

多
く

が

ア

ー

サ

ー

王

関
係
の

論
文
）

の

書
評
を

す
る

よ

う

に

と

の

　
明
確
な

指
示
が

あ
っ

た
。

忘
れ

が

た
い

散
策
の

日

は

再
び

駅

頭
に

立

た

れ

た

師
の

　
最
後
で

あ

り
、

師
に

ま

み

え

た

最

後
の

弟
子

と

な
っ

た
。

昭

和
五

十

年
七

月、

 
「

国
際

ア

ー

サ

ー

王

学
会
」

（

於
エ

ク

セ

タ

ー
）

で

シ

ャ

ル

　
ル

・

フ

ー

ロ

ン

会
長
（

レ

ン

ヌ

大
）

よ

り

依
頼
を

受
け

正

式
に

学
会
誌、

日

本
関

　
係
担
当
（

OO

「

「

Φ
ω

℃
O
コ
傷
ゆ

コ
け

Φ
）

と

な

る

（

至

昭
和
五

十

六

年
（

一

九
八
一
）

）

。

　
（

当
時、

日

本
人

会

員
は

英
仏
文
学
者
を

中

心

に

数
名
の

み
）

。

 
『

仏
学
誌
』

　
（

漁

五

十
二
）

に

F
・

シ

モ

ー

ネ

教
授
に

よ

る

筆
者
紹
介

が

出、

渡

辺
一

夫
教
授

　
（

東
大
）

の

研
究

を

手
始

め

に

日

本
関
係
が

初
め

て

誌

上

に

載
る

。

 
昭

和
五

十

　
年

四

月、

父
急
逝。

8

昭
和
五

十
二

年
（

一

九

七

七
）

三

月、

 
『

シ

ヤ

ル

ル

ド
ル

レ

ァ

ン

誌
研

究
』

（

単

　
著
フ

ラ

ン

ス

図
書
） 、
（

邦
文
） 、

七

七
一

頁
（

文
部
省
「

研
究
成
果
刊
行

費
」

に

　
よ

る
）

。

 
こ

の

期
ま

で、

主

な

論
文

は

「

日

本
フ

ラ

ン

ス

語
フ

ラ

ン

ス

文

学
会
」

　
に

ま

ず
発
表

（

仏
語
） 、

同

学
会
誌

（

團
卜

丶
）

所
収
の

阨

十
六

（

一

九
七

〇）
、

　
面

二

十
二

（

一

九

七

三
） 、

阨
二

十

四

（

一

九
七

四
） 、

酷

二

十
八

（

一

九

七

六
）

、

　
恥

三

十
二

（
一

九

七

八
） 、

五

論
文
（

仏

語
）

。

昭

和
五

十
三

年
（

一

九

七

八
）

七

月、

 
「

国

際
ア

ー

サ

ー

王

学
会
」

総
会
（
於
独

　
レ

ー

ゲ

ン

ス

ブ

ル

ク
）

で

研

究

発
表

。

年

頭
よ

り

フ

ー

ロ

ン

会
長
と

ダ

ニ

エ

ル

・

　
ポ

ワ

ザ

オ

ン

教
授
（
ソ

ル

ボ

ン

ヌ
）

よ

り

フ

ロ

ワ

サ

ー

ル

の

主

題
で

の

発
表
要
請

　
が

あ

り
、

ユ

ネ
ス

コ

の

学

術
奨

励
金
が

与

え

ら

れ

る
。

 
同

年
八

月、
「

国
際
宮

　
廷

風
文
学
会
」

書
誌
担

当
（

同

会

（

名
）

会
長
レ

イ

モ

ン

・
コ

ー

ミ

エ

教
授
よ

り

　
の

要
請
）

。

 
同

年
九

月、

フ

ラ

ン

ス

国

立

リ

ヨ

ン

大

学
外
国
語

学
部
客
員
教
授

　
と

し

て

日

本
文

学
・

比

較
文
学
を

講
ず
る
。

正

教
授
と

同

じ

給
与

と

担
当
コ

マ

数
。

　
地
元

リ

ヨ

ン

の

作
家
達
や

リ

ヨ

ン

大

学
の

教
員
と

の

交
流
の

ほ
か
、

パ

リ

国
立

図

　
書
館
に

休
暇
と

な

る

や

勉

学
の

日

々

で

ゴ

レ

教
授、

フ

ラ

ピ

エ

夫

人、

リ
ュ

シ

エ

　
ン

ヌ

．

マ

ジ

ュ

ー

ル

教
授
（
フ

ィ

ラ

デ

ル

フ

ィ

ア

大
） 、

0
・
ジ

ョ

ド

ー

ニ

ュ

教

　
授、

ピ

エ

ー

ル

・
ジ

ョ

ド

ー

ニ

ュ

教
授

（

ブ

リ
ュ

セ

ル

大
）

、

等
に

招
待

を

受
け、

　
『

仏
学
誌
』

（

編
集
ス

タ

ッ

フ

と

の

交
流
等
）

の

招
聘
で

ト

リ

ノ

大

で

講
演
を

行
な

　
っ

た

り

も

し

た
。

休
暇
毎
に、

独
ウ
ェ

ス

ト

フ

ァ

リ

ア

地

方
の

ペ

ネ

デ

ク

ト

会
修

」

道

院
に

ゲ

ー

テ

の

保
護
者
で

あ
っ

た
フ

ォ

ン

・

シ

ュ

ト
ル

ベ

ル

ク

伯
家
出
身
の

神

　
学
者
（

修
道
女
）

の

も

と

に

も

毎

回

半
月

は

学
ぶ

。

南
仏
ツ

ー

ル

ー

ズ

に

は

肱

メ

　
ナ

ー

ル

夫
妻
宅
の

招
待
の

折
、

七

月
に

「

ア

ー

サ

ー

王

学
会
」

で

同

じ

く
フ

ロ

ワ

　
サ

ー

ル

の

発
表
を

し

た
ミ

シ

ェ

ル

・

ザ

ン

ク

教
授
（

現
コ

レ

ー

ジ

ュ

・

ド
・

フ

ラ

　
ン

ス
）

等、

数
名
の

ツ

ー

ル

ー

ズ

大

お

よ

び

ボ

ル

ド

ー

大
現
職
教
員
と

再
会

、

い

　
ず
れ

も

メ

ナ

ー

ル

教
授
宅

宿
泊
中
に

親
交
を

深
め

る
。

 
滞
在
一

年
で

延
長
を

打

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

　
診
さ

れ

受
け

る
、

二

年
目

（

昭
和
五

十

五

年．
（
一

九
八

〇
）

春、

リ

ヨ

ン

大

学
学

　
長
ジ

ャ

ッ

ク

・

グ

デ

教
授
よ

り

終
身
の

正

教
授
の

慫
慂
が

あ

る
。

だ

が

佐
藤
輝
夫

　
教
授
の

強
い

希
望
で

帰
国

を

決
意
す

る

（

後
任
は

現

「

日

本
フ

ラ
ン

ス

語
フ

ラ

ン

　
ス

文
学

会
」

会
長

菅
野
昭

正

（

名
）

教
授
）

。

同

五

十
五

年
九
月、

帰
国

。

十

月

　
復
職

。

昭

和
五

十

六

年
（

一

九
八
一
） 、

 
滞
仏
中
に

依
頼
を

受
け

た

『

シ

ャ

ル

ル

・

フ

ー

　
ロ

ン

教
授
記

念
論
文
集
』

（

ミ執
◎
謡
晩
鳴
しつ

§
、艦
吻

画

O
討
織

丶
』

鳴

もウ

き
黛
hO

嵩
）

（

第
H
巻、

　
レ

ン

ヌ
）

の

シ

ヤ

ル

ル

・

ド
ル

レ

ア

ン

の

時
間
を

扱
っ

た

論
文
（

仏
語
）

 
ヴ

イ

　
ヨ

ン

の

「

夢
」

に

関
す

る

論

文
（
所

収、

フ

ラ

ン

ス

専

門

誌
『

中

世
』

（

卜
鴨

ミ
畠
§
郎

鷺
）

（

フ

ラ

ン

ス

冂

ベ

ル

ギ

ー
）

一

九
八
帖
、

仏
語）

。

 
同

年
七

月
、

　
「

国

際
フ

ラ

ン

ス

文

学
研
究
会
議
」

（

≧
国
「
）

（

於
コ

レ

ー

ジ

ュ

・

ド
・

フ

ラ

ン

　
ス
）

で

ギ
ヨ

ー

ム

・

ド
・
卩

リ

ス

と

ギ

ヨ

ー

ム

・

ド
・

マ

シ

ョ

オ

に

関
す

る

研
究

　
発
表
（

所
収、

同
学
会

誌

（

2
萼
）

、

血

三

十
四
、

一

九

八

二、

仏
語
）

。

 

　
同
年
七

月、
「

国
際
ア

ー

サ

ー

王

学
会
」 、
（

於
グ

ラ

ス

ゴ

ー
）

日

本
支
部
成
立

承

　
認
に

伴
い
、

佐
藤
輝

夫
教
授
（

会
長
）

を

補
佐、

書
誌
担
当
兼
幹
事
（
至

平
成
五

　
年
（

一

九

九
三
）

）

。

 
同

年

八

月、

論
文
（

所
収、

『

フ

ラ

ン

ソ

ワ
・

ヴ

イ

ヨ

ン

』

　
（

細
川

哲
士

編、

思

潮
社
）

。

 
同

年

十
二

月、
「

現
代
文
学
国

際
連

合
」

（

即

ζ゚

　
ピ゚

》°
）

（

於
ニ

ュ

ー
・
ヨ

ー

ク
）

に

「

国

際
宮
廷

風
文
学
会
」

の

提
出
主

題
「

宮

　
廷
風
文
学

の

定
義
の

た

め

に
」

に

ゲ

ス

ト
・

ス

ピ

ー

カ

ー

と

し

て

招
聘
さ

る

（

所

　
収、
（

唱゚

ζ゚

ぴ゚

〉°

仏
語
）

。

昭
和
五

十
七

年
（

一

九

八

二
）

 
「

日

本
学

術
振
興

会
」

の

研
究
費
で

「

国
際
ア

ー

　
サ

ー

王

学
会
」

幹
事
長

ジ

ャ

ン

け

ク

卩

ー

ド
・

ロ

ザ

ク

ム

ー

ル

教
授
（

レ

ン

ヌ

、

大）

と
の

共
同

研
究
．

「

聖

杯
伝
説

の

生

成
」

を

行
な

う

（

対
象
期
間
｝

九

八

二

〜

　
一

九
八

七
）

。

「

国
際
ア

ー

サ

ー

王

学
会
」

誌
（

切

ミ

§
§

譜
貯
の
09

“

愚

き
鴛

§
9−

　
融
o

§
貯

》

甚

ぎ
蕊

§
謹
）

に

研

究
一

部
を

コ
［
つ

の

仮
説
L

と

し

て

共

著
で

発

表

自

記

年

譜

佐
佐
木
茂

美

　
（

二

十
四

巻、

仏
語
）

。

 
ア

メ

リ

カ

の

ノ

リ

ス

・

J
・
レ

ー

シ

イ

同
「

学
会
」

会

　

長
の

主

幹
で

あ

る

専
門
誌
『

ア

ヴ
ァ

ロ

ン

か

ら
カ

ム

ロ

へ

』

（

冨

§
』

§
き

09

§
鳴−

　
N

ミ
）

に

三

巻

に

渡
っ

て

連

載
（

一

九
八

四

−
一

九
八

五
）

（

英
語

。

第
一

巻

は
レ

　
ー

シ

イ

会

長

の

仏
語
か

ら

の

英
訳
で

掲
載
さ

る
）

。

 
同

年
七

月、

児

玉

三

夫
学

　

長
の

命
で

図

書
館
充
実
の

た

め
パ

リ

の

代
表

書
店
と

交
渉
力
o
∋

讐
δ

誌、

創
刊

　

号
よ

り
の

購
入

等
。

昭

和
五

十
八

年
（
一

九
八

三
） 、

 
『

フ

ラ

ン

コ

・

シ

モ

ー

ネ

教
授
記

念
論
文
集
』

　
（

ミ
h

§
αq

毳

 

ざ
謹
o

毀
ミ
o

謹
）

（
ト

リ

ー

ノ
）

に

モ

ン

テ

ー

ニ

ュ

に

関
す
る

論

　

文

（

所
収、

第
四

巻、

仏

語
）

（

一

九

七

四

年
論

文
依
頼
が

あ
っ

て

九

年
を

経
て

　
の

浩
瀚
な

刊
行
）

而

 
同
年
三

月、
．

ジ

ャ

ン

・

デ

ュ

フ

ル

ネ

教
授
の

「

日

本
学
術

　

振
興
会
」

招
聘
に

よ

る

来
日

講
演
（

於
名

古

屋

大

学
文
学

部
）

の

実
現

の

た

め

に

　

神

沢

栄

三

教
授
よ

り

「

国
際
叙
事
誌
学

会
」

（

於
パ

ー

ド

ヴ

ア、
　一

九
八

二
）

で

　

協
力
を．
（
教
授
へ

の

来
日

の

打
診、

紹

介、

空
港
へ

の

出

迎
等）

を

求

め

ら

れ

て

　
の

実
現

。

 
同

八
月、
『

聖
杯
の

物
語

ま

た

は

ペ

ル

ス

ヴ
ァ

ル

の

物
語
』

（

単
著
）

　
（
訳
註
書、

抜
粋
）

（

大

学
書
林
）

刊。

昭

和
五

十
九
年
（
一

九
八

四
）

七

月、

 
「

国

際
ア

ー

サ

ー

王

学
会
」

（

於
レ

ン

ヌ

　

大
）

。

『

聖

杯
の

物
語、

第
一

続
編
』

に

関
す
る

研
究
発
表
（

本
発
表
に

よ

り
一

九

　

七

八

年
に

続
き
ユ

ネ

ス

コ

の

学
術
奨
励
金

を

受
け
る
）

。

所
収、

学
会
『

議
事
録
』

　
（
出

良
讒

織
冒

瞬
・

O
§

鷺
ω
）

、

第
二

巻、

一

九

八

六、

仏
語
）

。

支
部
会
長

佐
藤

　

輝
夫

教
授
に

代
わ

り

委
員

会

に

出
席

。

ド

ナ
ル

ド
・

マ

ド

ッ

ク

ス

（

「

国

際
宮
廷

　

風
文
学
会
」

会

長
）

と

共
に

仏
新
聞
二

紙
の

一

時
間
に

渡
っ

て

の

イ
ン

タ

ヴ
ユ

ウ

　

を

受

け

る

（

一

紙
は

単
独
） 。

日

本

に

お

け

る

「

ブ

ル

ダ

ー

ニ

ュ

の

素
材
」

の

伝

　

播
情
況

等
。

 
同
年
十
月、

論
文

、

所
収
『

ア

リ

ス

・
プ

ラ

ン

シ

ュ

教
授
（

ニ

ー

　
ス

大
）

記
念
論
文
集
』

（
ミ
職

ミ

鑓
禽

国
ミ

ミ

ミ

§
。

譜）
（

所
収、

パ

リ、

第
二

巻、

　

仏
語
）

。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【

日

本
文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
】

第
十
三

号

　
二

〇
〇
五

年

昭
和
六

十

年

（

一

九

八

五
）

四

月
（

至
一

九
九

五
）

早
稲
田

大

学
大

学
院、

中

世

フ

　
ラ

ン

ス

語
を

講
ず

。

昭

和
六

十
一

年
（

一

九
八

六
）

二

月、

 
国
際
研
究
集
会
（

於
エ

ク

ス

・

ア

ン

凵

プ

　
ロ

ヴ
ァ

ン

ス

大
）

で

ユ

ス

タ

ー

シ

ュ

・

デ

シ

ャ

ン

に

関
す
る

研

究
発
表
（

所
収、

　
Od

団
刀

ζ
〉、

一

九

八

七
、

仏
語
）

。

 
「

国
際
宮
廷
風

文

学
会
」

総
会
（

於
ユ

　
ト

レ

ヒ

ト
）

、

シ

ャ

ル

チ

エ

に

関
す
る

研
究

発
表

。

昭

和
六

十
二

年
（

一

九
八

七
）

四

月、

 
『

聖

杯
の

物
語、

第
一
、

第
二
、

第
三

続

　
編
』

の

数
詞
研

究
（

早
稲
田

大
学
大

学
院
文

学
研
究
科
『

研

究
紀
要
』 、

恥

三

二
、

　
仏
語）
。

 
同

年
七

月、
「

国
際
ア

ー

サ

ー

王

学
会
」

総
会
（

於
ル

ー

ヴ
エ

ン

大
）

　
で

ベ

ル

ー

ル

本
で

伝
説
の

原
型
が

構
造
へ

の

変
容
を

実
証
し

た

研
究
発

表
（

司

会、

　
レ

ー

シ

ー

会
長
）

（

所
収、
『

ト

リ

ス

タ

ニ

ア
』

（
一

九
九

五
）
）

。

委
員

会

出
席。

昭

和
六

十
三

年
（

一

九
八

八
）

 
「

国
際
ア

ー

サ

ー

王

学

会
」

支
部
総
会

（

於
本

学

　
（

日

野
校
舎
）

。

佐
藤
輝
夫
会
長、

講
演
（
伊
藤
泰
治、

神
沢

栄
三

教
授
）

を

オ

ー

　
ガ

ナ

イ

ズ

す
る

。

 
同
年
七

月、
『

薔
薇
の

物
語
』

（

単
著
）

（

訳
注
書、

抜

粋
）

　
（

大
学
書
林
）

刊
。

平
成
元

年
（

一

九
八

九
）

二

月、

 
「

中
世
・

ル

ネ
ッ

サ

ン

ス

研
究
集
会
」

（

於
ア

　
リ

ゾ

ナ

州
立

大
）

。

日

本
に

於
け

る

フ

ラ

ン

ス

文
学
お

よ

び

中
世
研
究
に

つ

い

て

　
の

研

究
発
表。
（

所
収
一

九
九

四
）

。

 
大

学
院
人

文
学
研
究
科
英
米

文

学
科、

兼

　
担
（
至
現

在
）

。

フ

ラ

ン

ス

文

学

特
講

、

比

較
文

学
。

 
同

年
六

月、
『

ア

ー

サ

ー

　
王

伝
説
に

お

け
る

聖

域
へ

の

船
と

道
ー
中

世
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

と

日

本
の

比

較
研
究
』 、

　
（

単

著
）

（

著
書、

中
央
公

論

事
業

出

版、

邦

語
お

よ

び

仏
語
）

（

本

学
新
学
部

　
（

日

本
文

化
学
部
）

創
設
が

佐
藤
輝
夫
教
授
の

発
案
／
意
向
の

も

と

進
ん

で

お

り

　
文
部
省
提
出

書
類
と

し

て

「

比

較
文
化

的
ア

プ

ロ

ー

チ
」

で

の

執
筆
を
一

九
八

八

　
年
に

受
け

て

の

対
応

。

（

刊
行
費
等
の

申
請
の

時
間

的
余
裕
は

な
か

っ

た
）

。

 
同

　
年
七

月
、

「

国

際
宮

廷

風
文
学
会
」

総
会
（

於
サ

レ

ル

ノ
） 、

ク

リ

ス

チ

ー

ヌ

・

10

　
ド
・
ピ

ザ
ン

の

天
と

地

の

奥
行

き

に

関

す

る

研
究
発
表。

 
同

年、

女

神
・

擬
人

　
化
パ

ラ

ス

の

研

究、

所
収
『

ロ

マ

ン

ス

語
誌
』

萄
塁
器
軋

8
卜
9

曼
讒

陶
oー

　
ミ

§
塁）
（

フ

ラ

ン

ス
）

（

第
九

十
二

巻、

仏
語
）

。

 
同

詩
人
の

『

幻
視
』

研
究

　
は

本
学
『

紀
要
』

（

人

文

学
部
）

に

発

表
晦
二

十
一

（

一

九

八

五
） 、

阨

二

十
三

　
（

一

九

八

七
）

、

恥
二

十
四

（

一

九
八

八
）

、

晦
二

十
五

（

一

九

八

九
） 、

M
二

十

六

　
（

一

九

九

〇
）

、

恥
二

十
七

（

一

九
九
一
）

（

邦
文
）

。

平
成
二

年

（

一

九
九
〇
）

八

月、

 
「

国

際
ア

ー

サ

ー

王

学
会
」

総
会
（

於
ダ

ー

ラ

　
ム

）

。

「

鉱
物
」

を

キ

ー

・

ワ

ー

ド

と

し

た

ト

リ

ス

タ

ン

伝
説
全

域
に

関
す

る

研

究

　
発
表
（

司

会

ダ

グ

ラ

ス

・

ケ

リ

イ

（
マ

デ

イ

ソ

ン

大

教
授
）

）
（

所
収

『

ロ

マ

ニ

　
ア
』

以

下
該
当
年
）

 
同
委
員
会

出

席、

学
会

誌

の

た

め

の

日

本
の

ビ

ブ

リ

オ

の

　
特
異
性
に

つ

い

て

問
題
提
起

を

し、

討

議
が

な

さ

れ

ほ

ぼ

現

書
式
が

き

ま

る
。

平
成
三

年

（

一

九
九
一
）

四

月、

 
渡

仏、

集
中

講
義
（

ソ

ル

ボ

ン

ヌ

等
）

、

 
同

　
年
同

月、

日

本
フ

ラ

ン

ス

語
・

フ

ラ
ン

ス

文
学

会
学
会
誌
編
集
委
員
（

一

九
八

九

　
年
四

月

よ

り
）

を

 
の

た

め

辞
す

。

平
成
四

年
（

一

九
九
二
）

十

月、

 
ソ

ル

ボ

ン

ヌ

大

の

フ

ィ

リ

ッ

プ
・

メ

ナ

ー

ル

教

　
授
来
日、

マ

ル

コ

・

ポ

ー

ロ

の

彩

色

画

入

り

写

本
に

関
す
る

講
演
（

於

本
学、

日

　
野
校
舎
）

の

通
訳

（

所
収、

本
学
日

本
文

化

学
部
『

研
究
紀
要
』 、

阨

二

十
九、

　
皿

九

九

四、

解
説
部
を

担
当
）

。

 
同

年
七

月、
「

国
際
叙
事
詩
学
会
」

（

於
ハ

ー

　
グ
）

、

司
会。

平
成
五

年

（

一

九
九

三
） 、

 
ク

リ

ス

チ

ー

ヌ

・

ド
・
ピ

ザ
ン

の

『

勉
学
の

道
程
』

　
に

関

す
る

論
文
（

所
収、
『

ジ

ャ

ン

・

デ
ュ

フ

ル

ネ

教
授
記
念
論
文
集
』

（

さ
貯
苧

鷺
 

冶
§
b
ミ
魯
§
ミ
）

（

第

三

巻、

仏

語
）

）

に

発

表。

 

同
年
六

月、
「

日

本

　
フ

ラ

ン

ス

語
フ

ラ

ン

ス

文

学
会
」

総
会
（
於
玉

川
大
）

で

発
表
（

所
収、
『

学
会

　
誌
』

（

諱
卜
 
）

第

六

十

三

巻、

邦
文
）

。

以

上

二

稿
で

文

学

伝

承

「

知
」

と

　
「

旅
」

の

図

式

の

「

革
新
」

を

指
摘
解
明

。

 
同

年
五

月、

早
稲
田

の

大
学
院
先
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輩
の

提
唱
で

一

九
七

七

年
九

月
（

創
刊
）

始
め

ら

れ

た

同

人
誌
『

竪

琴
』

第
一

次

　
が

解
散

。

二

十
五

年
間
の

参
加
中、

同

誌

の

引

き

出
し

に

入

れ

て

き

た

論
文

多
数

　
（

邦
文
）

。

 
同
年
八

月、
「

国
際
ア

ー

サ

ー

王

学
会
」

（

於

ボ

ン
）

、

委
員
会
出
席

。

　
 
同
年
十
二

月
、

『

佐
藤
輝

夫
卒
寿
記
念
論
文
集
』 、
（

第
二

巻
）

の

刊
行

。

刊
行

　
委
員
会

（

構
成
員

三

名
）

を

結
成、

企

画

（

フ

ラ

ン

ス

図

書
、

二

四
一

頁）
。

日

　
本
人
寄
稿
の

み

十
六、

師
の

著
作
目

録
（

第
一

巻
（

一

九

七

三
）

に

あ

っ

て

も
こ

　
の

項
目

を

担
当
し

た

た

め

そ

の

補
遺
を

含
む）

作
成
お

よ

び

論
文

掲
載

。

平
成
六

年
（
一

九
九

四
）

一

月、

 
刊
行
間
も

な

い
一

巻
を

携
え」
°
入

院
中
の

師
を

　
ご

家
族
（
植
田

重

雄

氏

夫

妻
と

林
桂
子
氏
夫
妻
）

等
と

見
舞
う。
「

間
に

合
ρ

た
」

　
の

安
堵

。

 
同
年
四

月、

佐
藤
輝
夫
教
授
逝

去。

 
同

年
八

貝
「

国

際
ア

ー

サ

　
ー

王

学
会
」

（

一

九
八

七
）

で

の

研

究
発
表
（

所
収

フ

ラ

ン

ス

の

専
門
誌
『

ロ

マ

　
ニ

ア
』

（

謁
o
§
矗

ミ
騒
） 、

第
一
一
一

巻
、

（

一

九
九

四
）

仏
語
）

 
同

年、

論
文
所

　
収為
『

ア

レ

ク

サ

ン

ド

ル

・

ミ

シ

ャ

教
授
記
念

論
文
集
』

（

ミ
貯
謡
αq

靄

卜

忘
8
自

帯

　
織

鳶

盡
6

ぎ
） 、

パ

リ

開

グ

ラ

イ

フ

ス

ヴ
ァ

ル

ト、

仏

語
）

。

平

成
七

年
（

一

九

九

五
）

、

 
「

国
際
ア

ー

サ

ー

王

学
会
」

総
会
発
表
（
所
収、

ト゚

　
リ

ス

タ

ン

伝
説
関

係
の

ア

メ

リ

カ

の

専
門
誌
『

ト

リ

ス

タ

ニ

ア
』

（

q
識
無

§
謎
） 、

　
ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク、

第
十
六

巻

（

一

九
九

五
）

仏
語
）

。

 
ジ

ャ

ン

・

メ

ナ

ー

ル

教

　
授
（

コ

レ

ー

ジ
）

よ

り

ソ

ル

ボ

ン

ヌ

と

明
星

大

学
の

姉
妹
校
提
携
の

打
信
あ

り
。

平
成

八

年
（

一

九
九

六
）

、

 
「

ア

レ

ク

サ

ン

ド

ル

物
語
」

諸
本
の

「

境
界
」

と

固

　
有
名
詞
研

究
（

所
収
『

リ

オ

ネ
ル

ロ

・

ソ

ッ

ジ

教
授
記

念
論
文
集
』

（

ミ
N

§
図

毳

　

鳶
§
恥

§
の
oN

包
）

（

パ

リ

開

ジ

ュ

ネ

ー

ヴ、

第
一

巻、

仏

語
）

）

。

 
同
年
六

月、

　
本
学
第
八

回

公

開
講
座
（

所
収
『

青
梅
会
報
』

九
）

。

 
同
年
七

月、
「

国

際
ア

ー

　
サ

ー

王

学
会
」

総
会、
（
於
ミ

ラ

ノ

大
）

。

『

ア

ー

サ

ー

王

の

死
』

の

異
界

に

つ

い

　
て

の

発
表

（

J
・
レ

ー

シ

イ

会
長
司

会
）

。

お

よ

び

司

会
。

 
同

十
月、
「

日

本
フ

　
ラ

ン

ス

語
フ

ラ

ン

ス

文
学
会
」

総
会
八
於
名
古
屋

大
）

「

神
話
と

文

学
」

の

バ

ネ

自

記

年

譜

佐

佐
木

茂
美

　
ル

・

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

に

参
加
（
司
会、

篠
田

知
和
基、

阿
部
良
雄、

渡
辺

守

　

章、

吉
田

敦
彦、

小

松
和
彦
）

（

Ω’

霍
卜

銅

 

七
一

（

一

九
九
七）
）

。

平

成
九

年
（

一

九

九

七
）

七

月、

 
「

国

際
フ

ラ

ン

ス

文
学
研
究
会
議
」

総
会
（

於

　
コ

レ

ー

ジ

ュ・
・

ド
・

フ

ラ

ン

ス
）

「

世
界
の

中
の

フ

ラ

ン

ス

語
フ

ラ

ン

ス

文
学
研

　

究
」

の

パ

ネ
ル
．・

デ

ィ
ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

に

参
加

（

司

会、

ジ

ャ

ン

・

メ

ナ

ー

ル
、・

　
コ

レ

ー

ジ

ュ
・

ド
・

フ

ラ

ン

ス

教
授、

翰
林
院
会
員
（

碑
文
・

文
芸
）

）

（
所
収

、

　

学
会
誌
（

2
戔
）

晦

五

十
（
一

九
九

八
） 、

仏
語
）

 
同

年
十
一

月
、

事
故
で

　

両

足

に

激

痛
始
ま

る
。

平
成
十

年
（

一

九

九

八
）

、

 
『

散
文
ト

リ

ス

タ

ン

物
語
』

お

よ

び

流
布
本
系
『

ラ

　
ン

ス

ロ

』

に

お

け

る

指
輪
と

印
章
の

研

究
論
文
（

所
収、
『

フ

ィ

リ

ッ

プ
・

メ

ナ

　

ー

ル

教
授
（

「

国
際
ア

ー

サ

ー

王

学
会
」

会
長
）

記
念
論
文

集
』

（

ミ
ミ
諠

靆゚
・

導
 

　
h

§
恥

ミ
蓉
ミ）
、

パ

リ

u

ジ

ュ

ネ

ー

ヴ
、

第
二

巻
、

仏
語
）

。

 
同

年
三

月、

　

 
の

再
録
（

所
収、
「

文
部
省
科
学
研
究
費
」

（

一

九
九

六

〜
一

九

九

八
）

に

よ

る

　

研
究
の
｝

環
で

「

報
告
書
」

「

中
世

文
学
に

お

け

る

旅
（

航
行
と

騎
行
）

の

神
話

　

要
素
と

動

性
の

心

性
史
的
意
味
を

問
う

研
究
」

（

一

九
九
九
）

）

。

 
同

年
三

月、

　

日

本
に

於
け

る
ア

ー

サ

ー

王

関
係
研

究
ビ

ブ

リ

オ

（

仏
文
）

（

『

新
村
猛
記

念
論
文

　

集
』

、

東
京
）

等
。

 
阿
年
七

月

「

国

際
宮
廷

風

文
学
会
」

総
会

（

於
ヴ
ァ

ン

ク

　

ー

ヴ

ア

i
、

ブ

リ

テ

イ
シ

ュ

旧

コ

ロ

ン

ビ

ア

大
）

。

車
椅
子
で

カ

ナ

ダ
へ

、

研
究

　

発
表
（
所
収

、．

フ

ラ

ン

ス

の

専
門

誌

『

ロ

マ

ニ

ア
』 、
（

二

〇

〇
五
）

（

印
刷
中
）

）

　

お

よ

び

司

会
（
発

表
二
、

オ

ク

ス

ホ

ー

ド

大

教
授
の

日

仏
比

較
文
学
が

あ
っ

た

た

　

め、

急

遽
コ

ー

ミ
エ

（

名
）

会
長

に

代
わ
っ

て

の

司

会
）

。

テ

ー

マ

「

雅
」

。

平
成
十
一

年
（

一

九
九

九
）

、

 
『

散
文
ト

リ
ス

タ

ン

物
語
』

に

お

け

る

犬
狗
の

介

　

入

に

関
す

る

論
文

（

所
収、
『

フ

ラ

ン

ソ

ワ

・
シ

ュ

ア

一

ル

教
授
（

「

国

際
叙
事
詩

　

学
会
」

会

長
）

記
念
論
文

集
』

（

ミ
ミ
謡
σq
毳

ぎ
鳶
o

鋳

の

§
ミ
） 、

リ

ー

ル
、

第

　

二

巻）
。

 
同

年

三

月、

ク

レ

チ、
ア

ン

・

ド
・

ト

ロ

ワ

に

関

す
る

論
文
（

所
収、
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【

日

本
文
化
学
部
・
言
語
文

化
学
科
】

第
十
三

号

　
二

〇
〇
五

年

　
『

神
沢
栄
三

教
授
記

念
論
文

集
』 。

名
古
屋

大
）

。

 
同
年
七

月、
「

国

際
ア

ー

サ

ー

　

王

学
会
」

総
会

（

於
ツ

ー

ル

ー

ズ

大
）

、

松
葉
杖
状
態
で

研

究
発
表
（
所
収、
『

ロ

　
マ

ニ

ア
』

（

二

〇
〇

五
）

）

と

司
会
（

フ

ェ

ル

ラ

ン

パ

ン

卩

ア

シ

エ

氏

（

ソ

ル

ボ

ン

　
ヌ
）

の

博
士

論
文
発
表
）

。

 
同

年
十
一

月、

障
害
者
認
定
を

受

け

る

（

激
痛
と

　

痛
み

止

め

服
用

の

日

々
）

。

平

成
十
二

年

（

二

〇

〇
〇
）

三

月、

 
本
学
『

共

同
論
文
集
』 、

第
三

巻、

 
本
学

　
『

研

究
紀

要
』

M
八

に

樹
木

伝
説
お

よ

び

旅
と

「

地

上

楽
園
」

の

二

稿
を

刊

行

　
（

こ

れ

は

樹
木

に

関
す

る

主

題
研
究、

ほ

か

に

三

稿
と

講
演
二

（

（

二

〇
〇
三
） 、

　
お

よ

び

（

二

〇

〇
五
）

）

が

あ
る
。

 
同

年
五

月、
「

日

本
フ

ラ

ン

ス

語
フ

ラ

ン

ス

　

文

学
会
」

総
会、
（

於
明

治
学
院
大
） 、

車
椅
子

で

『

散
文
ト

リ

ス

タ

ン

』

に

関
す

　

る

研
究
発

表

（

所
収、
『

ロ

マ

ニ

ァ
』 、
（
二

〇
〇
五
）

（

印

刷
中
）

）

。

 
同

年
五

月、

　
ジ

ャ

ン

冂

ク

ロ

ー

ド
・

フ

ォ

ー

コ

ン

（
ツ

ー

ル

ー

ズ

大
大

学

院
教
授）

来
日

講
演

　
（

於
明
星

大
）

（

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

と

通

訳
）

「

ヨ

ー

卩

ッ

パ

中
世
の

騎
士

像
」

。

　

 
同
年
七

月、
「

ク

リ

ス

チ

ー

ヌ

・

ド
・
ピ

ザ

ン

学
会
」

（

於
グ

ラ

ス

ゴ

ー

大
）

で

　

車

椅
子
で

渡
欧、

研

究
発

表
（

司
会
ア

ン

ギ
ュ

ス

・

J
・

ケ

ネ

デ

ィ

会
長
）

。

平

成

十
三

年
（

二

〇
〇
一
）

二

月、

 
樹
木
の

主
題
に

関
す

る

講
演
（
於
神
奈
川

大

　

社
会

科
学

研
究
所
）

 
『

東
方
見
聞
録
』

と

『

薔
薇
物
語
』

の

比

較
研
究、

所
収

　
『

ジ

ャ

ン

冂

ク

ロ

ー

ド
・

フ

ォ

ー

コ

ン

教
授

記

念
論
文
集
』

（

ミ』
§
晦

黷

鳶
§引

　
ON

§
魯

壽
§
§
）

。

 
夏
期
滞
仏
中、

ソ

ル

ボ

ン

ヌ

の

友
人

に

よ

る

紹
介
の

医

　

師

に

緊

急

手

術
を

言

い

渡
さ

れ
、

急
遽
九

月
帰
国。

十
月

、

自
己
血
一

二

〇

〇
血

　
の

採
決
の

後
に

入

院、

手

術
（

左

足
）

（
至
平
成
十

四

年
（
二

〇
〇
二
）

一

月
）

。

　

入

院
中、

横
臥

状
態
の

ま

ま

学
生

の

希
望
で

ゼ

ミ

四
コ

マ

（
三、

四

年
生
）

を

行

　

な

う
。

平

成

十
四

年
（
二

〇

〇
二
）

三

月、

 
『

中
世

フ

ラ

ン

ス

文
学

論
文

集
』

（

肉
甲

　
ミ
鳴

§
袋

魯

ミ

誉
愚
鴨

） 、
（

単
著
） 、

第
一

巻、
（

欧
文
篇
ω
）

、

四

五

七

頁

（

本
学

12

　
「

研

究
成
果
刊
行
費
」

に

よ

る

刊
行
）

。

 
同
年
三

月、

ク

リ

ス

チ

ー

ヌ

・

ド
・
ピ

　
ザ
ン

の

論
稿
（
グ

ラ

ス

ゴ

ー

大
（

二

〇

〇
〇
）

）

刊
行
（

所
収
『

同

学

会
議
事
録
』

　
（

6
。

ミ
舞
財

§
織

O
§

§

§
焼

舞
第
三

巻
）

。

 
同

年
八

月、
「

国
際
ア

ー

サ

ー

王

　
学
会
」

総
会
（
於
ウ

エ

ー

ル

ズ

大
）

、

『

散
文

ト

リ

ス

タ

ン

物
語
』

に

於
け

る

ト

ロ

　
ヤ

伝
説
の

残
滓

に

閧
す

る

研
究
発
表
（
司
会、

同

学
会
名
誉
会
長
翫

メ

ナ

ー

ル

教

　
授
）

（

所
収、
「

日

本
フ

ラ

ン

ス

語
フ

ラ

ン

ス

文
学

会
」

誌
（

二

〇
〇

四
）

）

。

 
同

　
年
七

月、

入

院、

手
術
（

右
足）
（

至
同

年
十
月
）

。

両
足

手
術
で

約
六

ヵ

月
の

入

　
院、

自
宅
療
養
（

至

現

在
）

。

「

重

度
障
害
者
」

の

認
定
が

な

さ

れ

る
。

 
同

年
十

　
二

月、
「

国

際
ア

ー

サ

ー

王

学
会
」

日

本
支
部
（

於
慶
応
大
）

研
究
発
表
（

国

際

　
学
会
報
告
）

。

平
成
十
五

年
（

二

〇

〇
三
）

二

月、

 
日

江
井
栄
二

郎
学
長
か

ら、

既

メ

ナ

ー

ル

教

　
授
招
聘
の

意
向

が

示
さ

れ
、

本
人

に

連
絡、

折
か

ら
マ

ル

タ

島
（

EU

加

盟
国
）

　
政
府
の

招
待
と

重

な

り

実
現
せ

ず
。

 
同
年
三

月、
『

中
世
フ

ラ

ン

ス

文
学
論
文

　
集
』

（

『

9
毳

ミ
．

く
鴨

磁
鳶

匹

（

単

著
）

第
二

巻
（

邦

文

編
（

1
）

、

四

四

〇

頁

　
（

「

学
部
研
究

助
成
金
」

に

よ

る

刊
行
）

。

う

ち
二

篇
は

新
論
文

。

 
同

年
五

月、

　
「

日

本
フ

ラ

ン

ス

語
フ

ラ

ン

ス

文
学
会
」

総
会
（
於
独
協
大
）

で

『

散
文
ト

リ

ス

　
タ

ン

物
語
』

の

ト

ロ

ヤ

伝
説
を

発

表
（

所
収、

同

学
会
誌
（

二

〇
〇
四
）

）

。

 
同

　
年
七

月
、

二

つ

の

叙
情
的
風

景
に

関
す
る

学
会
発

表
（

「

国
際
ク

リ

ス

チ

ー

ヌ

・

　
ド
・
ピ

ザ

ン

学

会
」 、

於
ザ
ル

ツ

ブ

ル

ク

大
）

（

司

会

A
・
レ

ド
ロ

ー

会

長
）

。

平
成

十

六

年
（

二

〇
〇
四
）

三

月、

 
『

中
世

フ

ラ

ン

ス

文
学
論
文
集
』

（

ぎ賊
葫

　
ミ
，

譯
お
暗
「 、．
ミ

ぎ
丶

皆）
、

（

単
著
）

第
三

巻
（
邦
文

篇

（

H
）

、

三

七

八

頁
。

う

　
ち
二

篇
は

新
論

文
。

 
同

年
三

月、
『

散
文
ト

リ

ス

タ

ン

物
語
』

中
の

コ
o
『

ρ

　
勺
o

ヨ
Φ

に

関
す
る

研
究
発
表
（

「

中
世

仏
語

の

語

彙
に

関
す

る

研

究
集
会
」 、

於
広

　
島
大）
。

 
同

年

同
月、

『

散
文
ト

リ

ス

タ

ン

物
語
』

の

出
典

に

関
す
る

研

究、

本

　
学
『

研
究
紀
要
』

（

悔
一

二
）

。

 
同

年
四

月、
「

澁
澤

栄

丁
ポ

ー

ル

・

ク

ロ

ー
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デ

ル

賞
L

選
考
委
員

。

 
同
年
五

月、
「

国
際
ア

ー

サ

t
王

学
会
」

研

究
発
表
お

　
よ

び

「

日

本

フ

ラ

ン

ス

語
フ

ラ

ン

ス

文
学
会
」

研

究

発
表
論
文

（

所

収

「

日

本

フ

・

ラ

ン

ス

語
フ

ラ

ン

ス

文
学
会
」

誌

（

黥
卜

、
） 、

晦

八

十

四
）

 
同
年
八

月、
「

国

　
際
宮
廷
風

文

学
会
」

総
会
（

於
マ

デ

イ

ソ

ン

ーー

ウ

イ

ス

コ

ン

シ

ン

大
）

で

『

散
文

　
ト

リ

ス

タ

ン

物
語
』

の

ガ

ラ

ッ

ド

の

彫
像
に

関
す
る

研
究
発

表

（

司
会、

J
・

　
H
・

マ

ッ

カ

シ

ュ

現
会
長
）

。

 
同

年
十

月、

本
学

創
立

四

十

周
年

記

念
一

環

と

　
し

て

の

「

国

際
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

」

お

よ

び

「

学
術
講
演
会
」

（

発
案、

氏
原
淳
一

　
学
長、

主
催、

言
語

文
化
学

科
）

に

翫

メ

ナ

ー

ル

教
授
と

渡
辺

守
章

（
東
大

名

誉

　
教
授
）

を

招

き、

そ

の

起
案
者

、

司

会
、

通

訳、

メ

ナ

ー

ル

教
授
の

滞
在
中

の

オ

　
ー

ガ

ナ

イ

ズ

の

担
当

を

本
学、

他
学、

同

学
の

協
力

が

あ
っ

て

成
功

裡

に

終
え

る
。

　
東
京
日

仏
会

館
協
賛
で

の

教
授
の

講
演
を

含
む

（

「

報
告
」

、

所
収
本

『

紀
要
』

M

　
十
三
）

。

平

成
十

七

年
（

二

〇
〇

五
）

二

月
、

 
最
終
講
義。

於

本
学
大

学
院
人

文

学
研

究
科

　
英
米

文

学
科

。

 
日

本
フ

ラ

ン

ス

語
・

フ

ラ

ン

ス

文

学
会
（

関

東
支

部
）

学

会

誌

　
編
集
委
員

。

 
『

散
文

ト

リ
ス

タ

ン

』

（

所
収
謁
。

越

§
鈷、
（

二

〇

〇
五
）

）

。

 

『

学
会
議
事
録
』

（

ザ

ル

ツ

ブ

ル

ク

大
）

。

（

二

〇
〇
五
）

 
『

記

念

論
文
集
』

（
フ

　
ラ

ン

ス

、
（

二

〇

〇

五
）

）

。

 
『

吉
田

敦
彦
教
授
記
念
論
文

集
』 。

 
『

「

国
際
シ

　
ン

ポ

ジ

ウ

ム

」

と

「

国
際
学
術
講
演
会
」

』

（

本
学

創

立

四

十

周

年
記

念

刊
行

物
）

　
の

編
集
責
任

者

と

な

る
。

以

上

 
 
 
 
 
が

校

了、

な
い

し

印

刷
中、

な

い

し

　
近

刊
。

に

わ

た

り

総
会
に

出
席、

ほ

ぼ

毎
回

研

究
発
表
を

行
な

っ

て

き
て
、

師
フ

ラ

ピ

エ

教

授
の

信
頼
（

学
問
的

に

も、

入
間
的
に

も
）

に

答
え

て

の

努
力
を

重

ね

て

き

た
。

一

九
八
一

年、

同
「

学

会
」

（

於
グ

ラ

ス

ゴ

ー
）

で

の゚

日

本
支
部
の

承
認
は、

国

内

の

研

究
者
の

存
在
へ

の

理

解
が

国

際
的
に

漸
く

追
認

さ

れ

始
め

た

時
期
に

呼
応
す
る

（
一

九

七

五

年、

数
名
の

会

員、

一

九

八
一

年、

約
十
五

名、
　一

九

九

〇
年

四

十
六

名、

こ

の

時
点
で

九
倍
）

。

そ

の

分、

健
康
上

の

事
由
も

重
な

っ

て、

文
部
省
や

勤

務
先
大

学

の

「

業
績
報
告
書
」

に

自
身
の

論
文

に

は

関
心

が

届
か

ず
記
載
漏
れ

を

き

た

す
事
態
に

も

到
っ

て

き

た

…

…

　
日

本
人

の、

日

本

に

於
け

る

研
究
が

国

際

的
に

解
放
さ

れ

る

（

知
ら
れ

る

よ

う
に

な

る
）

た

め
に

は
こ

の

三

十
余
年
な

く

し

て

今
日

は

あ

り

得
な
か

っ

た

筈
で
、

研

究

史
認
識
の

欠

落
が

大
方
に

あ

る
。

学
問
と

は

個
人

の

自
由
が

前
提
で

あ

っ

て、
「

権

威
」

の

構
築
で

は

な
い

し
、

「

良
心
」

が

出
発

点
に

あ
る

筈
で

は

な
い

か

？
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本
「

年
譜
」

で

は

邦
語
論
文

の

大
方

お

よ

び

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ム

関

係

等
は

省
略。

ま

た
一

九

七
一

年
か

ら

毎
年、

日

本
フ

ラ

ン

ス

語
・
フ

ラ

ン

ス

文

学
会

お

よ

び

各
分

野
の

会

員
の

研

究

の

紹
介、

書
評
等
の

三

十

余

年
に

わ

た
っ

て

の

担
当

は

こ

こ

で

は

全

て

除
い

た
。

「

国

際
ア

ー

サ

ー

王

学
会
」

総
会

に

は
一

九

七

五

年
以

降
三

十

年
間

Meisei 　university

自

記

年

譜

佐
佐
木
茂
美


